
障がい者の人権

障がいのある人もない人も、ともに生きる社会にするために

１ 対象

小学校４年生～６年生、中学生

２ ねらい

障がいのある人もない人も全ての人にとって住みよい社会を実現するため、障がいのある人に寄り添

った支援の在り方を理解し、自分にできることを考え、行動できる力を育成する。

３ 準備するもの

○ワークシート

○グループ用ワークシート（Ａ３サイズ）

○生活場面カード、障がい種別カード

４ 解説

障がいのある人※もない人も、互いにその人らしさを認め合いながら、ともに生きる社会（共生社会）

を実現することが大切です。しかし、障がいのある人は、日常生活や社会生活を営む上で、様々なバリ

アに直面することも多い現実があります。

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関等及び事

業者に対し、障がいを理由とする不当な差別的取扱いを禁止し、障がいのある人から申出があった場合

に合理的配慮の提供を行うことなどを通じて、共生社会を実現することをめざしています。なお、この

法律は令和３年に改正され、事業者による障がいのある人への合理的配慮の提供が義務化されました。

障がいのある人もない人も住みよい社会を実現するため、障がいのある人について一人ひとりが考え、

理解を深めていくことが大切です。

※障がいのある人とは、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）や心身の機能などに障がい

があり、障がいや社会の中の障壁によって生活に制限を受ける状態にある人をいいます。

５ 教科などとのつながり

社会、総合的な学習の時間、特別活動 など

６ 進め方（展開例） 分または 分

時間 学習の流れ（活動・内容） 留意事項 資料など

導入

分

◆学習の確認（２分）

・授業の流れや留意点の説明を聞く。

◆アイスブレーキング（８分）

「最近、他の人にしてもらって、うれ

しかったこと」

①ワークシートの１に書く。

②４人程度のグループで発表する。

③活動の感想をグループで伝え合う。

・授業の流れを説明する。

・Ｐ４〔学習の約束〕を伝える。

・まとめをする。

・ワークシート

・お互いに「他の人からしてもらうとうれしいと感じること」があることに、あらためて

気づく。

５
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展開

小学校

分

中学校

分

◆アクティビティ（小 分、中 分）

「困っていることは何だろう」

①４人程度のグループをつくり、一人

ひとりが２種類のカードから１枚ず

つ選び、ワークシートの２に書く。

②選んだ生活場面で、障がいのある人

がどのようなことに困るか、どのよ

うな配慮や支援ができるか個人で考

え、ワークシートの２に書く。

③グループになり、グループ用ワーク

シートにカードを置いたり書き込ん

だりしながら伝え合う。

④全員が発表したら、困ることや配

慮・支援が他にもないかグループで

考える。

⑤全体で共有する。

⑥普段心がけていたこと、これから心

がけたいことや、自分にできること

を考え、ワークシートの３に書く。

・「生活場面カード」と「障がい種別

カード」を配り、それぞれ１枚選ば

せる。児童・生徒の実態に応じて、

教師が組合せを決めておいたり、使

用する数を減らしたりしてもよい。

・障がい種別カードについては必要に

応じて説明する。

・なるべくたくさん書かせる。当事者

がどのような気持ちでいるのかも考

えるよう促す。

・自分にできることを考えさせるが、

どのような環境であれば困らないか

など、事業者などができることも記

載するとよい。

・実際の生活で障がいのある人が困っ

ている場面を見たことがある児童・

生徒から、その場面について話して

もらってもよい。

・今後、実際に行動できるようになる

ために、具体的に考えるよう促す。

・ワークシート

・生活場面カー

ド、障がい種別

カード

・グループ用ワー

クシート

（Ａ３）

まとめ

５分

◆まとめ（５分）

・合理的配慮について知り、まとめの

話を聞く。

・合理的配慮の具体例を挙げながら、

説明する。

・授業をとおして生徒から出された感

想や記述をもとに、ねらいをおさえ

まとめる。

＜参考資料など＞

・リーフレット「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されました」（内閣府）

・当事者の立場に寄り添って考えることの大切さを知る。

・今日考えたこと、気づいたことをこれからの生活に生かし、行動することの大切さに気

づく。
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ワークシート

（ ）年
ねん

（ ）組
くみ

（ ）番
ばん

名前
な ま え

１ 最近
さいきん

、他
ほか

の人
ひと

にしてもらって、うれしかったことはなんですか。

２ 障
しょう

がいのある人
ひと

が困
こま

ることと、それに対
たい

する配慮
はいりょ

や支援
し え ん

を考
かんが

えましょう。

生活
せいかつ

場面
ば め ん

障
しょう

がい種別
しゅべつ

困
こま

ること 配慮
はいりょ

や支援
し え ん

３ 普段
ふ だ ん

心
こころ

がけていたこと、これから 心
こころ

がけたいことや、今後
こ ん ご

、自分
じ ぶ ん

にどのよう

なことができるかを考
かんが

え、書
か

きましょう。

障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、ともに生
い

きる社会
しゃかい

にするために
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グ
ル

ー
プ

用
ワ

ー
ク

シ
ー

ト

〇
障し
ょ
う

が
い

の
あ

る
人ひ

と

が
困こ

ま

る
こ

と
と

、
そ

れ
に

対た
い

す
る

配
慮

は
い

り
ょ

や
支

援
し

え
ん

を
考か
ん
が

え
ま

し
ょ

う
。

（
）

組く
み

（
）

グ
ル

ー
プ

生
活

せ
い
か
つ

場
面

ば
め
ん

障し
ょ
う

が
い
種
別

し
ゅ
べ
つ

困こ
ま

る
こ
と

配
慮

は
い
り
ょ

や
支
援

し
え
ん

ケ ー ス １ ケ ー ス ２ ケ ー ス ３ ケ ー ス ４
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生活
せ い か つ

場面
ば め ん

カード

障
しょう

がい種別
し ゅ べ つ

カード ※ここでは障がい種別の一部を取り上げています。

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

の人
ひ と

（車
くるま

いす利用
り よ う

の人
ひ と

）

・高
たか

いところの物
もの

を取
と

るのが大変
たいへん

です

・物
もの

を落
お

とすと拾
ひろ

うのが大変
たいへん

です

・段差
だ ん さ

があったり、通路
つ う ろ

が狭
せま

かったりすると通
とお

れません

視覚障
し か く し ょ う

がいの人
ひ と

・全
まった

く見
み

えない人
ひと

や、視野
し や

がせまい人
ひと

など、

人
ひと

によって様々
さまざま

です

・段差
だ ん さ

や境目
さかいめ

などでつまずくことがあります

・周
まわ

りの状 況
じょうきょう

がわからないことがあります

聴覚障
ちょうかくしょう

がいの人
ひ と

・手話
し ゅ わ

がわかる人
ひと

も、わからない人
ひと

も

います

・外見
がいけん

では聴覚障
ちょうかくしょう

がいがあることが

わかりにくいです

知的
ち て き

障
しょう

がいの人
ひ と

・難
むずか

しい言葉
こ と ば

で話
はな

されてもわかりません

・早口
はやくち

で話
はなし

をされると困
こま

ります

・漢字
か ん じ

は苦手
に が て

です

・ゆっくりと説明
せつめい

してほしいです

駅
え き

・ホーム 飲食店
いんしょくてん

病院
びょういん スーパーマーケット

遊園地
ゆ う え ん ち

映画館
え い が か ん
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